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会長あいさつ

～津波避難に係るワークショップを実施しました～

◆指定避難所は 『避難生活を送る場所』

災害の危険を感じて避難してきた方々が、危険がなくなるまでの必要

な期間滞在することや、被災状況によって自宅へ戻れなくなった方への
一時的に滞在することを想定した施設です。

２０２５年７月３０日に発令された津波警報に対する災害対応において表面化した課題等
について、自助・共助・公助としてどのような役割を担うのかを考え、今後の片瀬地区にお
ける津波避難対策に繋げていくため、当会員でワークショップを実施しました。

当日の出席者を６班に分け、班ごとにテーマの中から１つを協議しました。各テーマには
条件が設定されており、その状況下において自助と共助の観点から“避難中（０分～３時
間）”、“発災後（３時間～７２時間）”、“平常時”の段階でどのように行動及び日頃の準備を
しておくか…について考えました。

防災だより
第 ３ 号

＜テーマ＞
①津波浸水想定区域外への避難について
②ペットとの同行避難について
③交通規制（渋滞）について

＜テーマ①に設定した条件＞
・主人公は、片瀬山の一軒家で20年以上生活している65歳の男性。同居は同い年の妻の
みで、子は25歳の長男が1人で北海道在住。
・季節は3月中旬で時刻は正午。天候は快晴。
・被災場所は、小田急江ノ島線の片瀬江ノ島駅改札前の広場。海抜は4ｍ。妻は自宅で読
書中。
・家には大きな被害はなく、食器棚から食器が落下した程度。長男は北海道にいたため被
害なし。
・地震のモデルは、相模トラフ沿いの海溝型地震（西側モデル）。震度7を観測し、大津波警
報が同時に発令される。最大津波到達時間は12分後。最大津波高は10ｍで津波浸水深
は6ｍ（ハザードマップのとおり）。
【第1波は12分後（最大）、第2波は30分後、第3波は1時間後、警報解除は3時間後】
※市職員は大津波警報が発令されたため、津波浸水想定区域内に入れない。職員が参集
する場所は指定避難所で、津波警報が解除された発災から3時間後。

＜ワークショップを終えて＞
議論で見えてきた課題の多くは、
発災後にはもう解決できないもの
ばかりでした。避難中もできることは限られており、
『公助』に頼るのではなく、『自助』『共助』自分たちで
出来る事をまずは考えることが必要です。今日の
ワークショップを通して、平常時の準備こそが命を
守る大切な時間なんだと改めて感じました。この気
づきをこれからの町内会の活動にも少しずつ生かし
ていければと思います。

テーマに対する各班の
回答や、それぞれの設
定条件については、こ
ちらをご覧ください。

想定されている災害に対して、事前に準備できることは何か？

１班の解答用紙

←

ワークショップで使用した
津波ハザードマップはこち
らで確認できます。

←

◆指定緊急避難場所は 『命を守るために逃げる場所』

災害の危険から命を守るために緊急的に避難をする場所のことで、

洪水・津波・地震・大規模火災等の災害の種別ごとに指定しています。

避難とは危険（難）を『避』けて身を守ることです。すでに安全な場所にいる場合は、
無理に移動する必要はありません。大切なのは命を守ることです。状況に応じて、より
安全な行動を選ぶことが大切です。

市内の避難先一覧や指定基準等は
こちらで確認できます。

←
令和７年度はロシアのカムチャッカ半島で大地震により日本の太平洋沿岸地域に津波が発生

し、避難された方も多かったと思います。また、伊豆諸島では台風による大きな被害があり、また
九州・東北等で連続して大きな地震が発生しました。
当片瀬地区は幸いにして大きな被害は発生しておりませんが、災害はいつ起こるかわかりませ
ん。「いざ」の時に役立てるよう、防災力（自助・共助・公助）を意識し、他地域の状況を思い浮か
べながら各地区での防災訓練に積極的に参加いただけるよう願っております。

◆津波避難ビルは 『津波から緊急的に一時避難する場所』

高台や浸水域外の避難場所までの避難に時間を要する地域において、
緊急的に一時避難をする場所として活用する施設です。

災害時に向かう場所には、津波から垂直避難する津波避難ビル、命を守るために逃げ

る指定緊急避難場所、そして避難生活を送る指定避難所の３つがあります。役割の違いを
知っておくことで、状況に応じた正しい行動につながり、いざという時の迷いを減らせます。



④指定避難所開設訓練を実施
災害が発生し、自宅に住むことができなくなった時の生活の場としての避難所は、近隣の
地域や避難した人が中心となり運営を行うこととなります。片瀬地区の指定避難所でも近
隣の自治会・町内会が集結し、避難所開設までの流れなどを確認しました。

③津波対策訓練の実施（市主催）
日 時
２０２５年１１月８日（土）
対象地域
片瀬地区、鵠沼地区、辻堂地区で「相模トラフ沿いの海溝型地震
西側モデル」の津波災害警戒区域及びその周辺地域
内 容
対象地域の自治会・町内会で決めている避難目標に向けて避難
訓練を行いました。

①片瀬地区総合防災訓練の実施

②片瀬中学校との合同防災学習会

日 時
２０２５年１０月３０日（木）
内 容
片瀬地区２６自治会・町内会の役員と全生徒が合
同で行う学習会です。地域で取り組んでいる防災活
動について生徒に説明した後、集団で下校しながら
災害時の危険箇所の確認、公園などにある防災倉
庫内のリヤカーや担架の組み立てを生徒と一緒に
行いました。

日 時
２０２５年９月２７日（土）
場 所
片瀬小学校

家族で避難先を決めておきましょう

災害時は通信インフラが被災し、スマートフォン等の通信機器が使用
できなくなる場合があります。家族がバラバラになっていた場合の集合
場所や避難先をあらかじめ決めておきましょう。また、安否確認と自分の
安否情報を登録できる災害用の伝言ダイヤルや伝言掲示板等の活用も推奨します。

災害用伝言
ダイヤル
（171）

Net (ネット）
119緊急通報
システム

災害用伝言板
（WEB171)

◎ 片瀬小学校避難所運営委員会

日 時
２０２５年１１月２９日（土）
内 容
①防災資機材等の確認
②避難所運営マニュアル実地訓練

◎ 片瀬中学校避難所運営委員会

日 時
２０２５年６月１日（日）
内 容
①ＨＵＧ体験会
②防災資機材を使用しての動作確認
ア．発電機投光器取り扱い訓練
イ．マンホールトイレ、ペール缶トイレ
ウ．段ボールベット、簡易パーティション

日 時
２０２５年１０月１１日（土）
内 容
①トイレテント（ベンクイック）組み立て訓練
②避難所運営マニュアルに基づく避難者の
受け入れ訓練

◎ 湘南白百合中高
避難所運営委員会

内 容
片瀬地区の自治会・町内会（江の島を除く）が集い、地震体験
車や消火訓練、防災クイズラリーのほか、防災グッズの展示や
非常食の試食体験、藤沢市消防団第３分団による模範操法の
披露を行いました。当日は５１６名が参加しました。

実施結果は

こちらから！

地域の防災活動を紹介します

～片瀬独自の取組み～


